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自然観察施設/博物館等の連携によって
東京湾沿岸域管理に向けた
多様な関係者の対話を進める
ことができるんじゃ

ないかな



1960年代 公害反対 例 工業施設による大気/水質汚染（住民 vs 企業）
1970年代 自然保護 例 水鳥保護と漁業（市民 vs 企業；行政；漁業者）
1990年代 持続可能性へのパラダイムシフト ←1992年リオ宣言、Agenda21

Q 市民参加、関係者の参加とかいうけど、「何へ」の参加なの？
A 沿岸の資源環境を持続的に利用していく努力【沿岸域管理】への参加

図 東京湾岸における市民活動の変容

市民団体
などによる

モニタリング

＋個人による
モニタリング
＋発信

ICT技術の進歩
1995年〜Web1.0:  HPからの発信

例 海浜ごみ収集＋データ化

例 海辺の生物のモニタリング

例（官）東京湾水質一斉調査

例 アマモ場造成

2005年〜Web 2.0
双方向SNS

行政・漁業との連携

「管理」への参加

環境教育

ICT＋ビッグデータ
「意思決定への参加」
‥これからの課題



レベル４
意味ある応答

市民参加の5段階
（原科(2005)から作成；

Arnstein、S.(1969)が示した計画
段階への市民参加の8段階がもと）

行政と多様なステーク
ホルダーによる対話

行
政
の
み
が
主
体

レベル５
パートナーシップ

レベル３
形だけの応答

レベル２
意見聴取

レベル１
情報提供

自立した主体が対等な関係で協力
しあい、地域の問題の解決または
改善に努める

Q 管理の意思決定に参加するには…？

１．地域性を活かす
・日常にもとづく経験知/ 科学知の醸成
・地域共同体との関係の深化-学校とか

課題：
行政との知識の非対称性

２．地域間連携を強める
・交流をとおした情報/意見交換
→保全や活用のためのアイディアの創出
・東京湾全体の管理への展開

例えば、自然観察施設/博物館等を
対話の拠点にして…

モニタリ
ングに加
えて
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